
【受験資格】
（１）受験資格について
二級建築士試験及の受験資格（建築士法第15条）

(注)「知事が定める建築士法第15条第三号に該当する者の基準」に基づき、

あらかじめ学校・課程から申請のあった開講科目が指定科目に該当すると認められた

学校以外の学校（外国の大学等）を卒業して、それを学歴とする場合には、

建築士法において学歴と認められる学校の卒業者と同等以上であることを証するための

書類が必要となります。提出されないときは、「受験資格なし」と判断される場合があります。

詳細は、（公財）建築技術教育普及センターのホームページにてご確認下さい。

（２）学歴要件について
■平成21年度以降の入学者の場合
平成21年度以降（法施行日［平成20年11月28日］以後）の入学者は「指定科目を修めて卒業後、
所定の実務経験」が必要となり、表２に示す学校等別に修得する指定科目の単位数に応じて、
必要な建築実務の経験年数が異なります。なお、指定科目の分類ごとの必要単位数は、
表３に示すとおりです。また、学校・課程から申請のあった開講科目について指定科目に
該当することを（公財）建築技術教育普及センターが確認した科目については、 
（公財）建築技術教育普及センターのホームページにより確認して下さい。
（注） 指定科目の単位数の条件は、表３に示しています。

表３．指定科目の分類ごとの必要単位数等（平成21年度以降の入学者に適用）



（注）指定科目の分類ごとに定められた単位数及び総単位数(a)＋(b)を満たすことが条件となります。

■平成20年度以前の入学者の場合
「法施行日前（平成20年11月27日まで）に所定の学校を卒業している方」及び
「法施行日前に所定の学校に在学する方で法施行日以後に当該学校を卒業した方」については、
従来の「所定の課程を修めて卒業」という学歴要件（下表４）が適用されます。

表４．平成20年度以前の入学者に適用される学歴要件（旧建築士法第15条）

（３）実務経験要件について
法施行日以後（平成20年11月28日から）の建築実務の経験については、
下表の「設計・工事監理に必要な知識・能力を得られる実務」に限定した要件となります。
法施行日前（平成20年11月27日まで）における実務経験については、
従来の実務経験要件が適用されます。



（注）
実務経験の期間は、二級建築士学科試験の前日までの期間における
「建築実務の経験」を算定します。
※受験資格要件は変更になる場合があります。最新情報は必ず試験実施機関である
（公財）建築技術教育普及センターのHPにてご確認ください。


